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令和７年度の取り組み状況について
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・ごみ発電による電力地産地消

・太陽光発電設備等共同購入事業（家庭向け）

・太陽光発電設備等共同購入事業（事業者向け）

・太陽光発電設備等設置費補助金（家庭向け）

・宅配再配達削減啓発事業（宅配ロッカーの設置）

・EV充電器設置事業

・ESP方式による電力調達

・環境学習モデル事業（津田学園）

・環境学習（公立学校）

・Ｊクレジット（コンクリート）

・自動運転実証調査事業

など



太陽光発電設備等の普及に関する取り組み
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○太陽光発電設備等共同購入事業（家庭向け）
（三重県（県下２９市町）と共同実施）
対象者 ：市内の住宅用、事業所用（１０kW未満）
対象設備 ：太陽光パネル、蓄電池
令和７年度結果：
・募集期間 令和７年４月１６日～９月４日

・参加登録者数 県全体 １，１６３件、内桑名市 １７５件

・設置件数 県全体 ７２件、内桑名市 １４件

○太陽光発電設備等共同購入事業（事業者向け）
（桑名市、四日市市、津市の同時実施）
対象者：市内の中規模事業所・大規模事業所（１０kW以上）
対象設備：太陽光パネル
令和７年度結果：

・募集期間 令和７年５月２８日～１０月２２日

・参加登録者数 県全体 ４件、内桑名市 １件

・折衝中数 県全体 ４件、内桑名市 １件

令和７年度チラシ（事業者向け）

○太陽光発電設備等補助事業（家庭向け）
・三重県が国の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策

加速化事業）を活用し、各市が実施する事業

・令和5年度から５年間実施

・補助実績：交付決定件数 13件、補助額 9,888,000円



ESP方式による電力調達

契約更新
【契約期間：R7.11.1からR8.10.31】
★ 施設特性に合わせた料金プランに
よる契約（一部市場連動単価の導入）

★ 再生可能エネルギー電力の導入
（再エネ３０％）
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○ESP（エネルギーサービスプロバイダー）方式について

○ESP方式導入の効果

・最適な電気事業者の提案が受けられる
（固定と市場連動の併用等）
・入札不調や電気料金の高騰、事業者の撤退等
のリスクを回避できる

・最終保障電力へ移行した場合の補償がある

○指定管理および委託の施設

 R６.11.1からR７.10.31（１年間）
一般送配電事業者と比較して

削減額 約4,800万円

毎月削減
効果あり！

指定管理および委託の施設についても、ESP方式にて見積りを行い順次契約の切り替え
を行っている

【予定】10施設切り替え 削減金額 年間約150万円



環境学習モデル事業
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○目的
・体系的な教育や知識、体験の機会を提供し、「ゼロカーボンシティを実現した
2050年の自分たちの街・桑名」をかたちにすることで、環境問題をより自分事
として捉えてもらう

・環境問題、脱炭素をより深く学習することで、生徒たちの環境意識の向上を図り、
行動変容を促す

○実施主体
株式会社エスプール

○対象
津田学園中学校3年生

○期間
令和7年６月から令和８年1月まで

⇒全９回の授業を実施
○成果発表会の実施
実施場所：学校法人津田学園
実施日：令和8年1月14日

・令和8年度以降、モデル事業をもとに公立学校への普及を予定
・くわなIoTラボで「目指す将来像」をまとめることにより、今後の取組みを
より若い世代の意見を反映させたものにする

※6月に実施した環境学習の様子
（桑名市）



環境学習モデル事業
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実施形式 学習内容 担当

➀ 座学 地球温暖化の基礎知識 株式会社エスプール

② 座学 桑名市の取組の紹介 桑名市

③ 座学
SIP、他自治体事例、地域イノ
ベーション

三重大学 西村教授

④ フィールドワーク グリーンパワーパーク見学 NTN株式会社

⑤ 座学
IT等の先端技術を活用した取
組紹介

NTT西日本

⑥ フィールドワーク リサイクルの森見学
資源循環センター
リサイクルの森

⑦

ワークショップ

こちらが設定したテーマをも
とに、いくつかの質問に沿っ
てディスカッションし、成果
物を作成

株式会社エスプール

⑧

⑨ 対面 成果発表会
株式会社エスプール
桑名市

○プログラム内容

※⑤まで6月中に実施済み。⑥以降は11月以降に実施予定



環境学習モデル事業
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⑥フィールドワーク

講師 リサイクルの森様

実施日 令和7年11月５日（水）

授業内容
・可燃ごみ焼却施設、リサイクルプラザ、プラスチック圧縮梱包施設等、
ごみ処理や3Rを学ぶ施設見学

・ゴミ発電による電力の地産地消の紹介

・リサイクルの森の取組紹介

・施設内見学の様子



環境学習モデル事業
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⑦⑧ワークショップ

講師 桑名市・エスプール様

実施日 令和７年11月12日（水）・令和７年11月19日（水）

授業内容

【1回目】
ゼロカーボンを成長の機会と捉え、地域の課題をあわせて解決する「地
域脱炭素」の考えを踏まえ、市の課題について共有し、「自然環境」
「農林水産業」「観光」「商工業」「くらし」とテーマ別の課題に班分
けを行い、それぞれにおける解決策を考案
【2回目】
考案した解決策を班毎に分析・深堀りを行い、発表会資料の作成準備

・ワークショップの様子



環境学習モデル事業
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⑨成果発表会

参加者
津田学園関係者・ラボ会員・津田学園（6年制）中学１～２年生、市関
係者

実施日 令和８年1月14日（水）

授業内容
成果発表の場を設け、ラボ会員による質疑応答を通じたフィードバック
の機会を提供。参加した生徒全員にノベルティを提供し、優秀な班には
桑名ゼロカーボン未来創造賞を授与。

・発表 ・質疑応答 ・集合写真（成果発表後）

実施後アンケートの結果

本プログラム全体の満足度の問いに対して、平均満足度7.21点（10点満点）と、参加者の多くが満足
感を感じることができ、「自分たちでもゼロカーボンのために何ができるか最初から一つずつ考えられ
てすごく貴重な機会になった」等、ポジティブな回答を数多く得ることができた。



環境学習モデル事業

9

（参考）各班によるアイデア

テーマ 地域課題 解決策
環境に良い点

ゼロカーボンに繋がる点

商工業

鋳物産業を知らない人が多い 鋳物作り体験を通じて知ってもらう 環境意識の啓発

工場施設や生産から考えられ
る環境問題

整備や資源の見直し（高炉を電気炉へAIを活
用した設備の自動化等）

CO2排出量が減る

自然環境
集中豪雨による水害問題

防災マップをもっと多くの人に見てもらえる
ようにする

スマホで見れるようにするこ
とによって紙を削減

竹林が放置され、荒廃化 竹パウダー（消臭剤・土壌改良の効果） 資源の有効活用

農林水産業

獣害による農業や生活への影
響

ICTによる遠隔監視捕獲システムを活用した獣
害対策プログラム

ジビエの活用
森の保全

農業従事者の高齢化・担い手
不足

補助金を活用したスマート農業の導入 農薬・肥料の削減

観光

観光スポットが点在していて
桑名駅から回りにくい

EV車（BYD J6 2.0）の導入
乗用車と比べてCO2排出量の
削減

環境に配慮しながら観光客を
増やす

QRコードを活用したスタンプラリーを開催
QRコード活用による紙用紙削
除

くらし

街路灯が十分でなく、犯罪の
危険性の高い場所がある

エコ灯プロジェクト（街路樹を活用）
木や再生可能エネルギーを使
うことで、CO2排出を抑えら
れる

人口減少による空き家や空き
地の増加

空き家を学生や大人のワークスペースにする リユースによる廃棄物の削減



環境学習
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○取り組み内容
・ゼロカーボン、再エネ等について考える機会の創出、脱炭素・環境問題への意識定着化を

目的とした協力企業を講師に招き、各企業の特色を活かした学習を実施。

・授業後に児童生徒を対象としたアンケートを実施。

学校名
（対象学年）

学習内容 事業者

深谷小学校
（6年生）

環境学習カードゲーム 東邦ガス

星見ヶ丘小学校
（6年生）

電気をつくって・ためて・
エネルギーの組み合わせに
ついて学ぼう

東邦ガス

伊曽島小学校
（4年生）

ごみ分別発電ゲーム 荏原環境プラント

伊曽島小学校
（4年生）

環境学習カードゲーム 東邦ガス

伊曽島小学校
（4年生）

ケータイ分解教室 ソフトバンク

○アンケート結果
・「今日の学習で環境を守ることは大切だと感じましたか？」の問いに対して「とても大切だと感じた」
との回答が92％

・「これからも環境問題について学習してみたいと思いましたか？」の問いに対して「ぜひやりた
り」「できればやりたい」との回答が91％

○令和７年度実績
環境問題に対する意識向上に効果を発揮

※荏原環境プラント環境学習
（伊曽島小学校）



Jクレジットに関する取り組み

1
1

ポルトランドセメント配合量の少ないコンクリート
（環境配慮型コンクリート）の使用プロジェクト

一般的なコンクリートと

環境配慮型コンクリートの

CO2排出量の差がＪ－クレ

ジットとなります。

Ｊ－クレジット取得代行事業者 鹿島建設株式会社

CO2削減量の計算

出典：鹿島建設株式会社資料

県内初！

現在、消防庁舎等複合施設の
工事に使用したコンクリート
について申請中です。



Jクレジットに関する取り組み

1
2

出典：Jクレジット制度ホームページ

Ｊ－クレジットの使用方法

・Ｊ－クレジットを売却し、お金に換える

・イベントで排出されるCO2に対してＪ－クレジットを使用し、「ゼロカーボ

ンイベント」としてＰＲする

すでに使用しているコンクリートが歳入確保につながります！！
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その他の取り組み

○【トヨタ自動車・レクサス桑名共同】環境学習の実施（津田学園）

座学の様子 体感プログラムの様子

○自動運転実証実験（MaaS推進室）
・少子高齢化に伴う運転手不足など、地域公共交通を取り巻く課題に対応し、将
来的に持続可能な公共交通としてのレベル４自動運転移動サービスを提供する
ための実証調査事業を実施。

・令和７年度は、国土交通省の補助金を活用し、次年度以降のレベル４許認可取
得を目指し自動運転車両を購入。

○環境啓発リーフレットの作成
・児童・生徒及び保護者をターゲットとしたリーフレットを作成。

・今後環境学習を受講した児童・生徒に配布予定。

・レクサスディーラー店とトヨタ自動車共同での環境学習の実
施は全国初。今後車社会を経験する生徒たちに向けて電気自
動車への理解を深めてもらうことを目的として、座学や電気
自動車の体感プログラムを実施。

【パンフレットイメージ（一部抜粋）】
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